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関西大学独逸文学会行事記録
（平成9年1月～12月）
○平成9年7月5日平成9年度総会及び第85回研究発表会
総会議事
1）会長挨拶…。
2）編集報告…．
3）会計報告…．
???????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ??
??
研究発表
Heimat--ナショナリズム・帰属意識・牧歌的なもの
……………….………….………………………･…徒藤裕子氏
講演
ブルーストッキングの女性たち
-18世紀イギリス文化の一面一…．．……坂本 武氏
○平成9年12月15日第86回研究発表会
会長挨拶……･…･……………･…･……… …･･小川 悟氏
研究発表
E.Schieleについて…･…･……･…………………鴫田浩司氏
（本学非常勤講師）
G.Traklについて 植和田光晴氏
（大阪産業大学教授）
L.L.ドイツ語特別講義
TraklundSchiele……･………･…･………………Prof.K.E.Webb
（北アリゾナ大学教授）
涌訳宇佐美幸彦氏
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｢独逸文学」43号執筆申し込み要領
1． 申し込み方法
執筆希望者は，平成10年7月の総会終了時までに，はがき等で編集委員
会に申し出ること．
2．原稿について
i )日本文の場合，論文は本文･注を合計し、400字詰横書原稿用紙40枚，
別に500語程度のドイツ文のレジュメを添えること．書評･紹介は同上用
紙20枚，レジュメは不要． ワープロ打ちの場合は横32字，縦31行で論文
は16枚程度，書評・紹介は8枚とし,A4版の用紙を使用すること．な
お日本文，ドイツ文を別々にホッチキスまたはバインダーで留めること．
ii)ドイツ文の場合，本文・注を合計し, 5000語（タイプ印字）程度，
レジュメは不要．
いずれも完全原稿とフロッピーを平成10年9月10日までに編集委員会
に送付．その際，題目と氏名を日本文・ ドイツ文で別紙に記したものを
添えること．
執筆申し込み，論文要旨，原稿送付とも締切り厳守のこと．なお，執
筆申し込みの際， 「独逸文学｣執筆要領を請求の上， これに従って完全原
稿を提出のこと．校正段階での訂正は誤植に限り，原稿の加筆・削除・
修正は行わないこと．
掲載紙面の都合上，投稿原稿の採用の有無については編集委員会に一
任のこと．
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関西大学独逸文学会会則
(平成10年3月15日現在）
???????
本学会は関西大学独逸文学会と称する
本学会は独逸文学・独逸語学の研究および普及をはかることを目的とする
本学会は前条の目的を達成するために次の事業を行う
1．毎年1回総会を開く
2．毎年2回研究発表会を開く
3．毎年機関誌を発行する
4．その他研究会，講演会などを行う
本学会は次の会員で組織する
1．本学ドイツ文学科の教授・助教授・専任講師及び助手
2．本学の教授・助教授・講師および助手の有志者
3．本学ドイツ文学科学生・院生
4．本学学生・院生ならびに卒業生の有誌者
5． その他本学会の趣旨に賛同する者
本学会は会長1名・委員および幹事それぞれ若干名を置く
1．委員は本学ドイツ文学科の教授・助教授および専任講師とする
2．会長は委員会が会員中から推薦する任期は2年とし重任を妨げない
3．幹事は本学ドイツ文学科の助手．および互選された学生・院生・卒業
生の若干名に委員力部委嘱する
任期は1年とし留任を妨げない
機関誌の編集委員は本学会の委員の互選による若干名とする
会計年度は4月1日より翌年3月31日までとする
会費は年額3,000円とする
本学会の事務所は本学文学部ドイツ文学科研究室に置く
会則の変更は委員会を経て総会の審議によって行う
第4条
第5条
??????? ???
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執筆者紹介（掲載順）
寺川 央
小川 悟
渡辺有而
武市 修
山取 清
菅谷泰行
志田 章
黒沢宏和
金子哲太
手嶋竹司
高橋輝和
羽根田知子
加納 築
藤沢ゆう り
薮前由紀
永井達夫
平井昌也
佐藤裕子
関西大学教授
関西大学教授
関西大学教授
関西大学教授
近畿大学助教授
関西医科大学助教授
関西大学非常勤講師
琉球大学専任講師
関西大学非常勤講師
関西大学非常勤講師
岡山大学教授
京都外国語大学非常勤講師
関西大学大学院博士課程後期在学中
関西大学非常勤講師
関西大学非常勤講師
関西大学非常勤講師
関西大学非常勤講師
関西大学専任講師
D・ シャウヴェッカー
関西大学教授
芳原政弘 関西大学教授
坂本 武 関西大学教授（英文学科）
関西大学大学院博士課程前期在学中
関西大学大学院博士課程前期在学中
関西大学大学院博士課程前期在学中
関西大学大学院博士課程前期在学中
奥田紀代子
金城朱美
秋山智子
松浦智美
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